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技術の特徴
・麦の赤カビ病原因菌であるフザリウム属のカビが産生する二次代謝産物デオキシニバレノール（DON）
とその中間生成物である3-アセチル-DON（3ADON）, 15-アセチル-DON（15ADON）は、酵母細胞に対
して異なる影響を示す。
・曝露濃度を変化させることによって遺伝子発現の変化が一過性の現象ではないことが明らかとなった。

研究の内容

・ 酵母Saccharomyces cerevisiae BY4743 ΔPDR5株に対してDON, 3ADON, 15ADONを曝露し、DNAマイクロ
アレイ解析によって細胞の遺伝子発現変化を比較

・ DON, 3ADON, 15ADONそれぞれの曝露に特徴的な発現変化を示す遺伝子の探索・抽出

DON, 3ADON, 15ADONは細胞に対して異なる毒性影響を示し、曝露濃度によってその影響度合いは

変化するため、DONとアセチル化体の複合汚染リスクを注意深く評価することが必要である。

安全・信頼

・ DNAマイクロアレイ解析では特定の曝露濃度条件における遺伝子発現情報のみ取
得可能であり、曝露濃度が変化した場合にどのような発現傾向を示すのか不明

・ リアルタイムPCR解析により曝露濃度が変化した際の遺伝子発現変化を比較し、DON, 

3ADON, 15ADONそれぞれの判別が可能となる遺伝子が抽出された。

農研機構

食品総合研究所

O

HO

H

O

H

R1

R2

H

Mycotoxins R1 R2

DON OH OH

3ADON OAc* OH

15ADON OH OAc*

* OCOCH3

D
O

N

3
A

D
O

N

1
5

A
D

O
N

<0.5         1          2<

遺伝子発現変化（倍）

それぞれのマイコトキシンに
特徴的な発現を示す遺伝子の選抜

DNAマイクロアレイチップに搭載された遺伝子プローブの蛍光強度を数値化し、
統計解析によって有意な変化を示す遺伝子を抽出

マイクロアレイサンプルの曝露濃度条件下のみ
で特異的な発現変化

マイクロアレイサンプルの曝露濃度条件下では
特異的な発現を示さない。

マイクロアレイサンプルの曝露濃度条件下では
特異的な発現を示さない。

問題点
DNAマイクロアレイで獲得した遺伝子発現

データは特定濃度のマイコトキシンを曝露
した際に得られる情報のみを含んでおり、
異なる曝露濃度条件においても同様の結
果が得られるかどうか判断できない。
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